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(1) 総合的な学習の時間との合科ですすめる                                 

    ３年生の「花がさいたよ」と４年生の「暑くなると」の学習を，総合的な学習の時間の「おいし

い野菜を作るためには何が必要か」という問いに結び付け，教科等横断的に学習できるよう計画し

た。野菜がよく育つための条件を予想し，それを確かめるためにキュウリ，ヘチマの比較栽培を計

画した。また，毎年バケツ稲の栽培活動を行っているので，その学習も生かして校区を流れる紫川

の水と水道水を使ってバケツ稲の比較栽培実験を行うことにした。３年生からは昨年度も育てたカ

ボチャやナス，トマトも栽培したいという意見が出たので，総合的な学習の時間で多く植物の栽培

を行えば，理科をはじめ教科等横断的に進めることができ，学習の効果が上がるのではないかと考

えた。 

教科書では３年生で扱う植物と 

して，ホウセンカ，ヒマワリ，オ 

クラ，ピーマンがある。また，４ 

年生ではヘチマ，ツルレイシ（ゴ 

ーヤ）がある。カリキュラム・マ 

ネジメントの考え方を生かし，総 

合的な学習の時間の経験を考え合 

わせることで，「あの植物もそうだ 

った」「この野菜でもそうだった」 

など，植物の生育の順序と気温と 

の関連について，概念的理解が得 

られるよう学習を進めた。 

 

(2) 見方・考え方を働かせながら話し合う                         

 生命領域においては，共通性と多様性の見方を働かせたい。３ 

年生では，植物の体のつくりや成長の仕方に共通することはある 

か，違いは何か，他にも様々な形態や生態があるのではないかと 

いった見方をし，調べたことを比較しながら考えることで資質・ 

能力を育みたい。４年生では，３年生と同じく共通性と多様性の 

見方を働かせながら，変化の要因を関係付けて考えることができ 

るようにしたい。 

 授業を通して，３年生は，種子から子葉が出て葉が増えていき， 

茎が伸びて花が咲くという順序は，ホウセンカやヒマワリ以外に 

もマリーゴールドやヒャクニチソウ，トマトやナスでも同じであ 

ることに気付いた。 

     ４年生は，ヘチマとツルレイシについて，成長と気温の変化を 

    関係付けて考えた。気温が上がるにつれて，どんどん茎が伸びて 

    いったことを話し合った。また，ビオラやムスカリなど，春に花 

を咲かせた植物は，ヘチマと同じように大きく成長してはいない 

ことに気付き，植物の多様性に目を向けることができた。 

複式学級において総合的な学習の時間との合科ですすめる 
「花がさいたよ」「暑くなると」 

（３年生の板書） 

（総合の野菜作りと関連付ける） 

（総合的な学習の時間と３・４年理科を教科等横断的に捉える） 



  複式学級においても，それぞれの学年の子どもたちがどのよう 

な見方・考え方を働かせて学ぶのかを意識して授業を構想するこ 

とが大切である。また，学習したことが多くの植物において成り 

立っているかを考える機会を確保することで，概念的な理解を育 

んでいく必要がある。 
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